
 

1． 6 月例会のご報告   

浜松市、ヤマハ本社剣道場に 22 日 

（土）30名余の方々が集まりました。 

午前 9時 30 分から範士、渡並先生 

のご指導で剣道形の太刀 7本、 

小太刀 3本を丁寧に稽古しました。 

会場の都合で東海の若い会員、 

ヤマハの若い方々で稽古を行いました。 

特に、小太刀の理合い、木刀の 

打突の際の手の内を詳細に 

ご指導戴きました。 

休憩の後、川邉先生のご指導で基本打ちを 

行いました。面うちもすり足にて基本を履修、小手うちは 

いろいろな打突（上から、下から、押さえて、払って、巻いて）を基本通り打つ稽古をご指導戴きました。そ

の後は、7段の先生方を元立に指導稽古を 11時 40 分まで 3分で区切って 10 回、しっかり行いました。蒸し暑

い中でしたが、皆さん最後まで稽古を続けられました。 

 その後は、道場近くの和食店「千加良」にて、18 名参加者で和やかに昼食をしながら、今回東欧への交流会

に参加された足立先生から感想が話され、臼井先生からはこの度入会したご挨拶を頂き懇親会を楽しみました。 

【会員参加者】(順不同・敬称略) ３５名 
講師：範士八段：渡並 直、教士八段：川邊省司 

会員：青木三男、足立 誠、臼井秀和、梅村知弘、小田瑞恵、加藤美代子、影山雄三、久保光江、佐藤真治、

佐藤千早、志知照子、白井雅子、藤坂彰一、吉林時政、井上一久、 

ヤマハ剣道部、大城、鉄村、井口、那原、下境、金森、平野、柳田、井口晋、平井、森、三浦、内山、本多、 

浜松剣連、中山、桂、市川、菅井、  他、佐藤さんの子供さん二人、吉林先生奥様 
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2． 7 月例会のご案内  
＊期 日 ； ７月２０日（土） 午後３時～5時  中部実業団の方々との稽古 

＊会 場 ； 大同特殊鋼星崎工場体育館  名古屋市南区大同町 2－20（地図参照） 

＊参 加 ； ７月１６日（火）までに返信を御願いします。 

＊懇親会は有りません。 

３． 韓国社会人剣道大会についてご案内  

2019年第30回韓国社会人剣道選手権 

＊予定日 ；7月 13 日～15 日   

＊参加者 ；足立 誠先生、志知 照子さん、折田 孝範先生が参加の予定です。 

 

４． 8 月例会の予定    幹事・板津利信先生  

 8 月例会は恒例、関市の櫻井先生のお世話で「あゆ例会」となっています。無心館道場にて稽古 

の後、本年は河原にて「あゆ」を戴けるとのご連絡を戴いております。剣友をお誘い下さり 

沢山の方々のご参加をお待ちしています。夏休みでもあり、子供さんもお誘いください。 

会場の都合で日程と会場を 25 日（日）無心館道場に変更します。 

＊予定日；8 月 25 日（日） 午前 9時 30 分～11 時 30 分  剣道形・稽古会 

＊会 場；関市櫻井道場「無心館」関市豊岡町 1-2-34  櫻井先生 

＊懇親会； 近くの河原にてＢＢＱの予定です。 

 

５． お知らせ  
＊ ご紹介が遅くなりすみません。深谷 修先生が京都の審査会で 7段にご昇段されました。 

   今後のご活躍、ご指導を宜しくお願いたします。 

＊ 年会費を郵便振替の用紙にて振り込みを御願いたします。領収証は振替用紙にて代えさせて 

頂きますのでご了承ください。必要な方は申し出てください。 

＊ 新会員の方で東海クラブの名札をご希望の方は申し出てください。4,500 円 

 

６.  今後の例会予定  
 9 月 14 日（土）午後 3時～5 時             刈谷市体育館剣道場 

 10 月２７日（日）午前９時 30 分～11 時 30 分   19 日（土）がお祭りとなり変更です。 

     東三河交流稽古会               豊橋市武道館 

 10 月 11 日（金）～ 23 日（水） オーストリア・スロバキア・クロアチア交流訪問 

 11 月 8 日（金）～ 10 日（日） 国際社会人剣道クラブ全国例会  九州・久留米アリーナ 

 

７． 東欧海外剣道交流の報告    足立 誠先生のご報告 
 6 月 7 日（金）～18 日（火）12 日間の東欧への剣道交流の旅 

4 年ぶりロシア（サンクトペテルブルク）から初訪問のスエーデン（ストックホルム）そして 

同じく初めてのノルウェー（オスロ）から定期開催のラトビア（リガ）湯村杯剣道大会の訪問記 

 令和元年 6月 7日（金）、総勢 15 名が各地より韓国仁川空港に集合して、杖道、なぎなたの先生方と 

共に大韓航空機でロシア、モスクワ経由サンクトペテルブルグへの約 9時間の長旅から始まりました。 

サンクトペテルブルグでの稽古は、８日（土）28℃の気温の中、10 時から 18 時まで湯村範士のセミナーの後、

合同で参加された「杖道・なぎなた」の方々とそれぞれに指導が行われました。 

剣道は初心者から有段者まで約 50名の方が集まりました。その中で 20名近くが初心者、井上先生が担当 

での指導法が好評でした。               2 

  



 

 

 

 

 

 

 

 
     範士、湯村先生のセミナー            サンクトの初心者の方々と 

お稽古では基本稽古を中心に、各先生方の指導により地元剣士たちは熱心に指導を受けられており 

ました。夜はロシアの方々、杖道、なぎなたの方々と共に持ち込みの焼酎もあり懇親会を楽しみました。 

９日（日）にはロシア剣友のガイドで、エカテリーナ宮殿の観光をしました。古代からのヨーロッパ建築の 

素晴らしさ、広大な庭園の美しさ、木々の深い緑等大変に感動をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

午後からスエーデン・ストックホルムへ移動、到着後、すぐ道場に向かい稽古をしました。 

稽古後、白夜の太陽が輝く夕食会はビールとワインで乾杯をして、懇談が盛り上がりました。 

 翌日、午前ノーベル賞受賞会場の市役所内の観光、ノーベル記念館や衛兵の交代式を観光。 

旧市街もご案内戴き、そこにお住いの会長さんご自宅の庭園にて昼食を頂戴しました。 

 夕方からの稽古は疲れが出ており無理せず行いました。懇親会は稽古場の近くの森の中で「ＢＢＱ」 

23 時頃ですが、まだ明るいので時間感覚がマヒしてしまい、翌朝シンドさが残ってしまいました。 

スエーデンの皆さんが、素晴らしい剣道の稽古をしていたことがとても印象に残りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
スエーデン剣友と 

 

ノーベル賞の会場 

市役所外観、 

 

授賞式の模様写真、 

 

授賞式の会場 

 

11 日はスエーデンからノルウェー・オスロへ移動。ホテルが街中にあり、街の建物は都会的で 



 

活気を感じましが、物価は高い様でした。 

バイキング記念館の観光をしました。 

ノルウェーに我々のような剣道団は 

来たことがないそうで、大変歓迎を 

受けました。気温が 18℃、雨模様の 

オスロはまだ冬の寒さでした。 

       オスロ剣友の方々と 

 

13 日（木）にオスロからラトビア・ 

リガに移動。今回の最終目的地です。 

皆さんもう馴染みの方々の様で、 

旧交を温める様子が心に残りました。 

リガでは３日間に渡り、セミナー、講習会、湯村杯個人戦、リガカップ団体戦が盛大に行われ 

ロシアの飛び地カリーニングラードから、イギリスから団体で参加されていました。 

ヨーロッパ剣道選手権が 2週間前に終わっていたそうで、全体としては５０名余の参加者と聞きま 

した。団長の湯村先生は今回をもってラトビア、オーストリア等一連の東欧訪問に幕を引くとの 

ご挨拶がありました。平均年齢７０歳を超す海外経験もない剣道家を良く引率され、無事にそして 

この様な発展を促進せられて来られたことに前野先生と併せて感謝せずにいられません。 

１４日（金）個人戦が終了した昼休みを使い、書道の練習、抹茶の作法を楽しみました。 

１５日（土） 団体戦が終了した夜は我々が用意してきた、餃子を焼いて、またのり巻きのお寿司、 

カレーライスを同行のお母さん方が作られて、答礼の懇親会です。 

いろいろなおつまみも用意され、菊正宗日本酒もあり、ワイン、ビールで大懇親会を楽しみました。 

16 日（日）翌朝は午前中それぞれ国へ帰国されるので、最後の稽古に汗を流しました。 

午後からはこの会場で、東欧の審査会が予定され、受験者は剣道形等にも指導を仰いでいました。 

我々はここまでとして、会場を後にしました。 

 途中いろいろトラブルも在りましたが、全員が無事に帰国でき、楽しい思い出が出来ました。 

各先生方に御礼を申し上げます。有り難うございました。これからも今回の一期一会を通して 

「楽しい剣道」を目指し、精武に努めたいと思います。 

 

 


